
亀山城(亀岡城)(指定無)(亀岡市荒塚町)(宗教法人大本) 

 亀山城（かめやまじょう）は、京都府亀岡市荒塚町周辺（旧丹波国桑田郡亀岡）にあった城。亀岡城と

も。明智光秀によって丹波統治の拠点として築城され、江戸時代初頭には近世城郭として整備された。大

正時代に新宗教「大本」が購入、神殿を築いたが大本事件で日本政府により爆破・破却された。戦後再建

され、大本の本部が置かれている。小説家の司馬遼太郎は明智光秀と出口王仁三郎という 2人の謀叛人を

出したと評した。 

 歴史 

戦国時代 

織田信長の命を受けて丹波攻略に従事中であった明智光秀が、口丹波にある亀岡盆地の中心であった亀山

に天正 6年（1578年）から築城した。丹波平定後はそのまま丹波経営の拠点となったが、光秀は天正 10

年（1582年）に本能寺の変を起こし、まもなく羽柴秀吉に敗れて、逃走中に討死。その後は天下を統一し

た秀吉の重要拠点として一門の羽柴秀勝（信長の子）・豊臣秀勝（秀吉の甥・江の夫 ）・豊臣秀俊（小早

川秀秋）や豊臣政権で五奉行の一人となった前田玄以などが入った。 

 江戸時代 

秀吉の死後に天下を手中にした徳川家康もこの城を重要視し、慶長 14年（1609年）に譜代大名である岡

部長盛（在任 1609年 - 1621年）を入封させ、丹波亀山藩主に任じた。さらに「天下普請」により幕府が

西国大名に命じ近世城郭として亀山城を大修築した。藤堂高虎が縄張りを勤め、慶長 15年（1610年）夏

ごろに完成し、本丸には 5重の層塔型天守が上がった。 

寛延元年（1748年）以降は、形原松平氏が居城し、明治 2年（1869年）に亀岡藩へ改称。同 4年（1871

年）に亀岡県が置県され、廃藩となった。 
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